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重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅
秋
季
一
般
公

開
が
11
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
行
わ
れ
、

特
別
展
示
は
、
大
山
友
禅
染
や
水
引
細
工

な
ど
、
和
の
装
い
を
中
心
と
す
る
内
容
で

し
た
。

　

２
日
の
公
開
初
日
に
は
、
春
の
公
開
で

好
評
を
博
し
た
「
結む

す
び

の
会
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
朗
読
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

大
山
寺
の
寺
宝
で
あ
る
「
梵
鐘
」
に
ま
つ

わ
る
民
話
と
、
藤
沢
周
平
氏
の
長
編
小
説

『
驟は

し

り
雨あ

め

』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
緑

氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
語
る
声

と
菊
詔
陽
子
氏
の
三
絃
の
音
色
が
、
主
屋

の
座
敷
に
響
き
わ
た
り
、
そ
の
空
間
だ
け
、

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
で
し
た
。

　

今
回
の

公
開
は
天

候
に
も
恵

ま
れ
、
小

春
日
和
の

穏
や
か
な

催
し
と
な

り
ま
し
た
。

重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅

秋
の
一
般
公
開

ま
ち
の
た
か
ら
（
45
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」
外
伝 

三

　

今
回
は
、
大
山
道
沿
線
に
ま
つ
わ
る
話

と
文
化
財
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

清せ
い
け
ん
じ

見
寺
と
千
手
観
音

　

長
田
集
落
に
あ
る
清
見
寺
は
、『
伯
耆
民

談
記
』
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
に
近
く
の

妻
木
の
里
に
建
立
さ
れ
た
朝
妻
寺
を
前
身

と
し
て
、
11
世
紀
に
現
在
地
に
移
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

清
見
寺
の
本
尊
は
、
木
造
千
手
観
音
立

像
で
す
。
像
高
１
５
１
・
１
㎝
、
寄よ

せ
ぎ
づ
く
り

木
造
で

宮
殿
型
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
面
が
褐
色
の
泥
地
彩
色
で
覆
わ
れ
て
お

り
、
構
造
や
用
材
の
材
質
に
つ
い
て
は
詳

細
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

頬
が
や
や
横
に
張
り
出
し
た
卵
型
の
面
長

な
顔
つ
き
や
見
開
き
の
少
な
い
細
い
目
、

ま
た
、
線
状
な
衣
文
表
現
や
構
造
等
の
特

徴
か
ら
、
制
作
年
代
が
室
町
時
代
頃
の
作

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
49
年
３
月
１
日
付
で
大
山
町
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
秘
仏
と
し
て
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
年
に
一
度
、

子
年
の
祭
り
の
日
（
今
度
は
２
０
２
０
年

３
月
）
に
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
そ

の
機
会
に
町
内
に
伝
わ
る
文
化
財
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

汗
入
郡
観
音
札
所
め
ぐ
り

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
観
音
霊
場
巡
礼

や
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
遍
路
、
六
十
六

部
廻
国
修
行
な
ど
の
民
間
信
仰
的
な
行
事

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
一
国
や
一
郡
内
な
ど
に
札
所

な
ど
を
設
け
、
短
期
間
で
こ
れ
を
巡
っ
て

全
国
規
模
の
札
所
を
廻
る
の
と
同
じ
ご
利

益
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

伯
耆
地
方
で
も
伯
耆
札
所
、
汗あ

せ
り
ご
お
り

入
郡
札

所
、
八
橋
郡
札
所
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。
汗
入
郡
内
で
設
け
ら
れ
た
伯

耆
国
汗
入
郡
三
十
三
観
世
音
札
所
は
、
一

般
に
は
「
汗あ

せ
り
ご
お
り
ふ
だ

入
郡
札
」
の
名
前
で
知
ら
れ

て
お
り
、
長
田
集
落
に
は
全
札
所
の
御
詠

歌
版
木
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

版
木
は
二
枚
組
で
、
一
つ
は
両
面
が
版

面
で
片
面
に
第
一
番
か
ら
第
十
一
番
、
裏

面
に
第
十
二
番
か
ら
第
二
十
三
番
ま
で
、

も
う
一
つ
の
版
木
に
は
第
二
十
四
番
か
ら

第
三
十
三
番
ま
で
が
半
肉
彫
り
さ
れ
て
い

ま
す
。
版
木
に
は
「
元
禄
十
五
年
壬
午
孟

春
人
日
」「
本
願　

足
立
惣
兵
衛
」「
和
歌　

井
上
氏
詠
之
」
と
あ
り
、
創
設
時
期
や
創

設
に
関
係
し
た
人
物
の
情
報
な
ど
も
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
版
木
は
、

当
時
の
民
俗
信
仰
を
今
に
伝
え
る
も
の
と

し
て
歴
史
的
・
民
俗
的
に
価
値
が
高
い
こ

と
か
ら
、
平
成
25
年
３
月
25
日
付
で
大
山

町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

汗
入
郡
札
の
第
一
番
札
所
は
、
角
磐
山

大
山
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
（
第
二
番
札
所

が
長
田
の
清
見
寺
）。
大
山
寺
が
「
第
一
番
」

札
所
で
あ
る
こ
と
に
も
、
当
時
の
人
々
の

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
は
、
汗
入
郡
札
巡
礼
そ
の
も
の
は

廃
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
霊
場

は
寺
院
、
村
堂
な
ど
と
し
て
残
さ
れ
、
近

世
か
ら
の
民
俗
信
仰
の
痕
跡
は
、
今
で
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
々
に
思
い

を
馳
せ
て
、
札
所
を
巡
っ
て
み
る
の
も
面

白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
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▲汗入郡札版木（町指定）


